
●横浜はいま

　
大
桟
橋
に
は
毎
年
、
諸
外
国
か
ら
八

〇
余
隻
の
観
光
船
・
貨
客
船
が
訪
れ
る
。

外
国
人
船
口
の
上
陸
数
も
他
の
港
に
比

べ
て
、
か
な
り
多
く
、
五
六
年
度
の
場

合
、
東
京
の
三
・
七
倍
、
二
七
万
三
四

〇
〇
人
に
達
し
た
。
市
内
の
ホ
テ
ル
な

ど
に
泊
ま
る
外
国
人
も
年
間
延
べ
二
万

五
〇
〇
〇
人
に
及
ぶ
。

　
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
一
階
に
設
け
ら
れ

て
い
る
横
浜
市
観
光
協
会
の
案
内
所
に

は
年
間
七
〇
〇
〇
～
八
〇
〇
〇
人
の
外

国
人
が
訪
れ
、
観
光
案
内
、
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
（
日
本
人
家
庭
訪
問
）
の
あ
っ

旋
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
み
る
と
、
五
六
年

度
で
は
一
二
一
件
、
延
べ
三
四
一
人
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
人
家
庭
と
の
交
流
は

多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
交
流

を
通
し
て
得
ら
れ
る
体
験
は
、
外
国
人

に
と
っ
て
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

■
盛
ん
な
グ
ル
ー
プ
交
流

　
横
浜
に
足
を
踏
み
入
れ
る
外
国
人
と

市
民
の
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
「
緑
区
国
際
交
流
協
会
」
。

開
発
が
す
す
ん
で
い
る
緑
区
に
は
、
外

国
人
の
滞
在
者
や
、
か
つ
て
の
海
外
駐

在
員
の
家
族
、
海
外
留
学
経
験
者
が
多

い
。
「
住
民
同
士
の
親
密
感
を
強
め
て
い

く
と
同
時
に
、
外
国
人
・
日
本
人
の
交

流
を
す
す
め
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際

親
善
を
深
め
よ
う
」
と
、
五
六
年
四
月

に
発
足
し
た
。
会
員
は
外
国
人
、
日
本

人
を
合
わ
せ
て
約
八
〇
人
お
り
、
月
一
、

二
回
行
わ
れ
る
文
化
比
較
研
究
会
を
中

心
に
、
各
種
交
流
行
事
を
開
催
し
て
い

　
市
教
育
委
員
会
が
開
講
し
た
婦
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
誕
生
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

「
横
浜
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
」
が
そ
れ
で
、
海
外
技
術
研
修
生

に
日
本
語
を
教
え
た
り
、
ア
フ
リ
カ
・

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
子
ど
も
た
ち
を
援

助
す
る
た
め
バ
ザ
ー
を
開
催
し
た
り
し

て
い
る
。

　
「
国
際
交
流
を
考
え
る
市
民
の
会
」
は

五
一
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
。
五
〇
年

異文化を知る“場”の一つ、ホームビジット

に
市
と
県
が
国
際
交
流
「
ヨ
コ
ハ
マ
ム

ー
プ
メ
ン
ト
」
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

論
文
を
募
集
。
そ
れ
に
応
募
し
た
人
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
国
際
港
都
横

浜
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
意
識
の
形
成
に

役
立
つ
行
事
な
ど
を
当
面
の
課
題
と

し
、
長
期
的
に
は
横
浜
独
特
の
魅
力
を

新
た
に
創
造
す
る
た
め
、
「
国
際
学
生
の

村
」
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
交
流
の
ほ
か
、
外
国
人
と

地
域
住
民
と
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

３ 市民の国際交流

市民の活動

る
。
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表－１　楷浜国際会議場における主な国際会議る
。
南
区
で
は
横
浜
国
立
大
学
海
外
留

学
生
会
館
の
留
学
生
を
盆
踊
り
に
招
待

し
た
り
、
中
区
に
あ
る
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ

ン
ト
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
。

ク
ラ
ブ
で
は
地
域
の
盆
踊
り
大
会
に
グ

ラ
ン
ド
を
提
供
し
た
り
し
て
い
る
。

世
界
各
国
の
人
た
ち
が
参
加
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
、
各
種
会
議
な
ど

が
、
こ
こ
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
て
い
る

（
表
－
１
）
。

　
五
六
年
度
に
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

は
四
七
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
般
市
民
が

参
加
し
た
の
ほ
「
よ
こ
は
ま
女
性
の
国

際
交
流
フ
ォ
上
フ
ム
一
九
八
一
」
、
「
国

際
神
奈
川
を
語
ろ
う
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
二
五
（
五
三
％
）
を
数
え
る
。
四

七
あ
っ
た
国
際
会
議
の
な
か
に
は
経
済

関
係
の
専
門
的
な
も
の
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
の
半
数
以
上
は
市
民
参
加
の
国

際
会
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

の
会
議
場
が
市
民
に
身
近
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
市
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
際
交
流
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る

が
、
市
民
は
国
際
交
流
に
つ
い
て
ど
う

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
際
交
流
に

っ
い
て
関
心
を
も
つ
人
の
多
く
が
観
念

的
な
も
の
よ
り
体
験
的
な
交
流
、
間
接

的
な
も
の
よ
り
直
接
的
な
交
流
を
望
ん

で
い
る
。
駐
在
員
経
験
を
も
ち
、
現
在

も
外
国
人
の
知
人
と
交
流
を
続
け
て
い

る
あ
る
市
民
は
、
「
一
人
ひ
と
り
が
、
心

の
通
い
あ
っ
た
つ
き
あ
い
の
で
き
る
外

国
人
の
友
人
を
一
人
も
つ
こ
と
か
ら
、

国
際
性
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
。

　
わ
が
国
の
貿
易
摩
擦
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
異
文
化
と
の
交
流
の
不
足
が
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
市
民
主
体
の
国

際
交
流
は
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民

の
意
欲
と
工
ネ
ル
ギ
ー
を
く
み
と
り
、

交
流
の
場
を
さ
ら
に
提
供
し
て
い
く
。

　
将
来
と
も
国
際
都
市
横
賜
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
極
め
て
大
き
い
と
い
え

国際会議場では市民参加の国際会議がよく開催される
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■
求
め
ら
れ
る
交
流
の
場

　
五
二
年
四
月
、
中
規
模
だ
が
本
格
的

な
横
浜
国
際
会
議
場
が
中
区
の
産
業
貿

易
セ
ン
タ
ー
の
な
か
に
設
置
さ
れ
た
。

■
身
近
な
国
際
会
議
場
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